
急落後の急反発、荒れた展開に
NY原油先物相場は、1バレル=66.72ドルまで値下がりして10月1日以来の安値を更新した後、一時

71.45ドルまで切り返す展開になった。週前半は改めて原油需給の緩和見通しを織り込む動きが優勢に

なり、年初来安値（65.27ドル）に迫る展開になった。しかし、その後は石油輸出国機構（OPEC）プ

ラスの減産縮小延期の議論が浮上したこと、中東情勢が改めて不安定化するリスクが警戒され、安値か

ら大きく切り返す展開になった。

複数の米メディアが、11月5日の米大統領選と前後して、イランがイスラエルに対する攻撃に踏み切る

可能性を報じている。10月26日にイスラエルはイランの軍事施設に対して攻撃を行ったが、イラン国

内でそれに対する報復攻撃を主張する声が強くなっている。当初、イスラエルとイランは軍事的緊張を

更に高めることに対して慎重姿勢を見せ、マーケットは地政学リスクの織り込み一服から改めて需給緩

和見通しを織り込んでいた。しかし、中東情勢の先行き不透明感が改めて強くなっている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（10月25日時点）は、原油が前週比52万バレル減、ガ

ソリンが271万バレル減、石油精製品が98万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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イランがイスラエル攻撃だと急伸の可能性あり
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【展望】

中東情勢に強く左右される地合になる。特に米大統領選前後

にイランがイスラエルに対する攻撃に踏み切る可能性が複数

のメディアで報じられており、イランも最高指導者ハネメイ

師が報復攻撃を行う可能性を示唆している以上、売りポジ

ション保有は警戒される地合になる。実際にイランの攻撃が

行われない場合には、このまま70ドル水準で方向性を欠く展

開が想定される。一方、イランが攻撃に踏み切った場合には、

一気に75ドル水準まで跳ね上げる可能性も想定しておきたい。

特にイスラエルがイラン石油施設に対する攻撃に踏み切るリ

スクが現実化すると、80ドル水準を試す可能性まである。

石油輸出国機構（OPEC）プラスの動向にも注意が必要。12

月1日のOPECプラス閣僚級会合まではまだ時間が残されてい

るが、需要が想定を下回っていることで、12月から予定され

ていた減産延長の議論が活発化し始めている。中東情勢とも

関連するため結論を先送りする可能性もあるが、早ければ週

内に何等かの動きが見られる可能性がある。OPECプラスが

二回目の減産縮小の延期を決定すると、原油相場の下値不安

は後退しよう。

ただし、中東情勢を考慮に入れなければ、原油需給緩和と価

格低迷が基本シナリオになる。需要の伸びが減速する一方、

OPECプラス以外の主に中南米諸国からの増産圧力は強く、

今後は大規模な供給障害が発生しない限りは、供給過剰傾向

が強まる見通しにある。実際に、イランのイスラエル攻撃の

可能性が報じられる直前までは、年初来安値に迫る展開に

なっていた。また、仮にイラン産原油に供給障害が発生して

も、OPECプラスなどが大規模な増産余力を有しているため、

需給ひっ迫状態は短期的なリスクに留まる可能性が高い。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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